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出所：川西町の提供資料から作成
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表７に平成２３～２６年度における曜日別利用者数を示す。なお、平成２４年度と同２５年度は曜日
別の利用者数を集計する際に祝日か平日であるかを区別していないことに注意して欲しい。表
７から水曜日と金曜日に多くの住民が利用していることがわかる。公立置賜総合病院が休診日
となる土曜日と日曜日は利用者数が大きく減る。また、土曜日と日曜日は家族が自宅にいる
可能性が高く、家族によって送迎される可能性が高いことも利用者数が少ない理由と考えら
れる。
平成２６年度平成２５年度平成２４年度平成２３年度目的地
６３．６６３．５６５．８７１．３病院
１４．０１９．３１７．５１２．６個人医院
６．５５．８４．４３．９スーパーマーケット･商店
１．８２．５２．８２．１金融機関
１．９２．４２．５３．１公共機関
１．８１．９１．８１．０個人宅
２．３０．９１．２２．２駅・バス停
８．０３．７４．０３．８その他
表６　平成２３～２６年度の目的地別利用者の割合（実績値，%）
出所：川西町の提供資料
平成２６年度平成２５年度平成２４年度平成２３年度
曜日 平均乗車
人数
乗車
人数
平均乗車
人数
乗車
人数
平均乗車
人数
乗車
人数
平均乗車
人数
乗車
人数
３３．６１，５１１３０．８１，６００３１．４１，６３２４０．７１，９１３月曜日
３６．４１，７８２３７．９１，９７１３９．５２，０５２４２．１２，０６５火曜日
４２．９２，１８６４２．７２，２２１４６．９２，４３８５０．１２，５０６水曜日
３３．６１，７１３３５．５１，８４５３８．１１，９８０３６．９１，８０９木曜日
４３．８２，２７７４１．０２，１３１４５．５２，３６７４６．７２，２８７金曜日
８．３４２９６．８３５２５．８２９９５．２２６９土曜日
４．３２２６４．３２２８３．２１７０２．９１４６日曜日
７．５９８――――――――５．１９７祝　日
２８．０１０，２２２２８．４１０，３４８３０．０１０，９３８３０．３１１，０９２合　計
表７　平成２３～２６年度の曜日別利用者数
出所：川西町の提供資料
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８０才～７０～７９才
６０～
６９才
５０～
５９才
４０～
４９才
３０～
３９才
２０～
２９才～１９才人数女男地区
２５２１７９５８４１１２５１１１５５７３３８６１８７小松
６５３２１５７４０４３１３０８９４１大塚
７５４０１３１５２３５２１５５１０８４７犬川
１１５６２１９１６１１１２７２３３１６０７３中郡
１３９５６１８１５５２８９２５２１６５８７玉庭
５３１１３３１１４３７９５６２３東沢
１６５８４２２１５９２７７３１１２１０１０１吉島
８６４４６４１４８１１２４４１４４１４６１，７３３１，１７４５５９総合計
表８　会員登録者の内訳
注：平成26年9月19日現在
出所：川西町の提供資料
表８に平成２６年９月１９日現在の会員登録数とその内訳を示す。７０歳以上の高齢者が圧倒的に
多いことが分かる。５０代が約６％、６０代が約９％、７０代が約２７％、８０代が約５０％である。男女
別では女性が約６８％と多い。登録者数は、平成２３年度が１，８７１人なので若干減少していること
が分かる。
６　利用者アンケートについて
６．１　会員登録者へのアンケート
平成２６年３月に実施された会員登録者へのアンケートを紹介しよう。乗合タクシーの登録者
３００人を対象に実施した結果である。回収率は５３．６%（１６１名）であった。
回答者の性別は女性が６９．６%、男性が２４．８%、無回答が５．６%であった。回答者の年齢は７０歳
代が４５．３%で第１位、８０歳以上が３６．７%で第２位、６０代が７．５%で第３位であった。次に、世帯
構成は子供などと同居が約５５．９%で第１位、一人暮らしが１６．８%で第２位、夫婦二人暮らしが
１４．９%で第３位であった。次に、乗合タクシーの会員登録をした理由は表９に示す通り、「家族
が送迎できないときに利用するため」が３４．８%で第１位であった。「便利だと思ったから」が
１５．７%で第２位、「町内での交通手段を確保するため」が１３．７%で第３位となった。川西町は町
外への交通手段としてJR米坂線、山形鉄道フラワー長井線、米沢への路線バス１路線があるも
のの、町内の移動は乗合タクシーか一般のタクシーに限定されているので、こうした回答が得
られたと考えられる。
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利用状況は表１０に示す通り、無回答が２６．７%で第１位、「定期的に利用している」が２２．４%で
第２位、「当面利用する予定がない」が２０．５%で第３位、「今は利用していないが、今後利用す
る予定がある」が１６．８%で第４位、「たまに利用している」が１３．６%で第５位であった。将来利
用することに備えて登録していることが分かる。
「定期的に利用している」、あるいは「たまに利用している」と回答した者に目的地を尋ねた
ところ、公立置賜総合病院が３３．１%で第１位、川西診療所が１３．２%で第２位、歯医者が８．８%で
第３位、買い物（大型店）が８．１%で第４位、個人病院が６．６%で第５位、金融機関（郵便局を
含む）が５．２%で第６位であった。通院に利用する住民の多いことが分かる。「当面利用する予
定がない」、あるいは「今は利用していないが、今後利用する予定がある」と回答した者に利
用しない理由を尋ねたところ、「自家用車を利用しているから」が５１．２%で第１位、「家族・知
人に送迎をお願いしているから」が２８%で第２位であった。自由記述欄と合わせて読むと、自
分で車を運転しない、あるいは何らかの理由で送迎を頼みにくい者にとって乗合タクシーが有
効な移動手段であることが分かる。
６．２　利用者へのアンケート
次に、平成２５年３月に実施された利用者へのアンケートを紹介する。乗合タクシーの利用者
２８７人を対象に実施した結果である。回収率は２３%（６５名）であった。
回答者の性別は女性が７３．９%、男性が２１．５%、無回答が４．６%であった。回答者の年齢は７０歳
割合回答順位
３４．８%家族が送迎できないときに利用するため１
１５．７%便利だと思ったから２
１３．７%町内での交通手段を確保するため３
表９　会員登録者の理由
出所：川西町の平成２５年度乗合タクシーの会員登録者へのアンケート
割合回答順位
２６．７%無回答１
２２．４%定期的に利用している２
２０．５%当面利用する予定がない３
１６．８%今は利用していないが、今後利用する予定がある４
１３．６%たまに利用している５
表１０　利用状況の回答
出所：川西町の平成25年度乗合タクシーの会員登録者へのアンケート
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代が４９．３%で第１位、８０歳以上が３６．９%で第２位、６０代が４．６%で第３位であった。次に、世帯
構成は子供などと同居が約６１．６%で第１位、一人暮らしが１６．９%で第２位、夫婦二人暮らしが
１０．８%で第３位であった。 次に、目的地は表１１に示す通り、公立置賜病院が１９．７%で第１位、
川西診療所が１１．８%で第２位、個人病院が８．８%で第３位、歯医者が８．３%で第４位、買い物（大
型店）が７．５%で第５位、金融機関（郵便局を含む）が６．６%で第６位であった。通院に利用す
る住民の多いことが分かる。
隣接する市町への運行については、賛成が５８．４%で第１位、無回答が３０．８%で第２位、希望し
ないが１０．８%で第３位であった。具体的な行き先は米沢市が４０．０%で第１位、高畠町が２２．５%
で第２位、南陽市が１５．０%で第３位であった。さらに、具体的な施設を訪ねると町外の病院を
挙げる者が多かった。町外への運行まで認めると、一般のタクシーとの差が縮まり、民業圧迫
となる可能性がある。
割合回答順位
１９．７%公立置賜総合病院１
１１．８%川西診療所２
８．８%個人病院３
８．３%歯医者４
７．５%買い物（大型店）５
表１１　利用目的地の回答
出所：川西町の平成24年度デマンド型乗合交通利用者アンケート
７．結び
川西町では、財政状況の厳しさから初期投資と運行経費を減らすため、既存のタクシー事業
者の電話やオペレータに加えて、車両と運転手も活用して乗合タクシーを運行している。ま
た、地元のタクシー事業者に運行を委託しているので、運転手は通常の業務を通じて同町の地
理に精通しているため、ナビゲーションシステムも購入せずに済んでいる。町の人口は１万６
千人であり、事業規模も小さいので予約受付運行システムを新たに購入せずに済んだと考えら
れる。その代わりに、川西町では、前日までに予約しなくてはならない不便さがあるほか、予
約受付運行システムの中で電子化されている部分が少ないため、利用者のニーズや傾向を簡単
に分析できないといった短所を抱えている。しかし、乗合タクシーを導入したことによって町
の財政負担は町営バスを運行していた時代よりも大幅に減少した。住民に高度な交通サービス
を提供できないものの、最低限必要な交通サービスに絞って提供することで初期投資と運行経
費が大幅に節約されている。
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利用料金を１回５００円と比較的高めに設定しているが、運行経費を節約していることもあり、
平成２０年度は受益者である利用者の負担額と町の財政負担額（補助金を除いた純粋な金額）が
ほぼ１：１となった。ただし、平成２１年度以降は補助金額が増えているにもかかわらず、事業
費が増加しているので、町の財政負担が多くなる傾向にあり、ここ２年間はおおよそ０．９対１で
ある。この比率を見ると、川西町では受益者が一定の負担をしていると看做すことができる。
財政状況の厳しい自治体では、財政支出の一つ一つに対して厳しい目が向けられている。しか
し、乗合タクシーは高齢者の通院と買い物といった生きることに直接係る事業でもある。そこ
で、支出額の多寡ではなく、受益者の負担額である収入と町の負担額の比率、いわば民と公の
比率を基準に議論することが可能ではないかと考えられる。そう考えれば、乗合タクシーへの
支出は高齢者世代を中心とした公共サービスへの財政支出であるが、受益者と行政が費用をほ
ぼ折半しているので、財政支出することを承認できるであろう。
川西町では財政状況の厳しさから上述した初期投資と事業費を節約する運行方式を採用し
た。こうして、料金とサービスの質をタクシーと違えることによって地元タクシー事業者との
差別化を図っている。このほか、タクシー事業者から車両を１日単位で借り上げているもの
の、予約のない時間帯に一般営業運行することを認めるといった配慮もしている。
川西町の乗合タクシーが抱えている課題を最後に述べる。第１に自動車免許証を保有しない
高齢者が減少してきたこともあって、利用者数は微減傾向にあることである。こうした中で利
用者を確保する必要があることである。第２に利用者のニーズや傾向を把握して適切な対策を
講じることである。予約受付運行システムの価格が下がってきたので、新たに導入すれば利用
者のニーズや傾向を簡単に把握できるので、対策を講じやすくなると考えられる。ただし、乗
合タクシーのサービス向上は一般タクシーとの差を縮めることになり、タクシー事業者の経営
を圧迫すると予想される。
川西町は、自治体が住民へより良い交通サービスを提供することと民間タクシー事業者の保
護という難しいバランス問題に加え、運行経費を低く抑えるという課題を抱えながら一定の成
果を挙げてきたと考えられる。川西町の乗合タクシーは財政基盤が強くない地方自治体がデマ
ンド型交通を導入する際にとても参考になる事例であると言えよう。
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図１　川西町の地図
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図３　予約受付用の機器
図２　乗合タクシーの車両（羽前小松駅前）
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図４　会員情報を入力したことで表示される情報
図５　配車表
注：左端が会員番号、２行目が氏名とフリガナ、３行目が住所と略称、４行目が電話番号
